
2020 年５月 11 日

発　行：日本共産党高槻市会議員団　きよた純子　
連絡先：議員団控室　
　　　　TEL072 − 674 − 7230　FAX072 − 674 − 3202　
　　　　上本町 3 ー 25　 TEL ／ FAX．676 − 5068

NO. 88

小
中
学
校
の
対
応

小
中
学
校
の
対
応

保
育
所
、
学
童
保
育
に
つ
い
て
の
対
応

保
育
所
、
学
童
保
育
に
つ
い
て
の
対
応

学
校
休
校
、
自
粛
要
請
い
つ
ま
で
？

緊
急
事
態
宣
言
５
月
31
日
ま
で
延
長
に

　
５
月
10
日
ま
で
と
し
て

い
た
小
中
学
校
の
臨
時
休

業
期
間
を
、
５
月
11
日
～

５
月
31
日
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
の
心
身
の
状

況
、
生
活
や
学
習
の
状
況

を
把
握
し
、
適
切
な
対
応

や
指
導
を
行
う
た
め
に
休

業
期
間
中
に
登
校
日
が
設

　
登
園
自
粛
要
請
期
間
も

31
日
ま
で
延
長
で
す
。
保

育
が
必
要
な
方
は
各
施

設
、
事
業
所
に
「
保
育
利

用
申
請
書
」
を
提
出
す
れ

ば
、
保
育
の
利
用
は
可
能

で
す
。
４
月
24
日
か
ら
保

育
利
用
申
請
書
の
提
出
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
度
、
提
出
し
て
い

る
場
合
は
再
度
の
提
出
は

不
要
で
す
。

　
保
育
所
の
２
０
２
０
年

４
月
入
所
児
童
は
、
新
型

※
た
だ
し
、
今
後
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

実
効
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
の
対
策
を

実
効
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
の
対
策
を

　
安
倍
首
相
が
４
日
の
記

者
会
見
で
、
家
賃
負
担
の

軽
減
、
雇
用
調
整
助
成
金

の
拡
充
、
ア
ル
バ
イ
ト
学

生
へ
の
支
援
の
追
加
措
置

な
ど
に
取
り
組
む
と
の
べ

ま
し
た
が
、
国
民
に
届
く

中
身
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

第
１
次
補
正
予
算
の

10
万
円
の
給
付
と
業
者
へ

の
持
続
化
給
付
金
は
１
回

切
り
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
を
確
実
に
防
止

す
る
た
め
に
も
自
粛
と
補

償
は
一
体
に
し
た
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第

２
次
補
正
で
は
、
日
本
共

産
党
は
、
事
業
者
へ
の
家

賃
な
ど
の
固
定
費
の
支
援

と
雇
用
者
調
整
助
成
金

け
ら
れ
ま
す
。
初
回
登
校

日
と
な
る
５
月
11
日
の
週

は
週
１
回
。
翌
週
か
ら
は

週
２
回
に
な
り
ま
す
。（
幼

稚
園
も
31
日
ま
で
臨
時
休

業
で
す
が
、
登
校
日
は
あ

り
ま
せ
ん
）

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
育
児
休
業
の
取
得

が
で
き
る
場
合
、
手
続
き

を
す
れ
ば
６
月
末
ま
で
延

長
で
き
ま
す
。

〇高槻市での発症件数：24件、陽性率 3.9％（うち死亡者 1名）
〇大阪府での発症件数：1,698 件、陽性率 11％（うち死亡者 56 名）

市内の新型コロナ感染状況（5月 6日現在）
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せ

検
査
数
を
増
や
せ

る
対
策
を

る
対
策
を

　

５
月
１
日
の
市
議
会

で
補
正
予
算
の
提
案
が

あ
り
、
保
健
所
、
接
触

者
外
来
を
通
じ
て
検
査

を
す
る
行
政
検
査
は

１
万
２
０
０
０
件
。
一
方

を
「
コ
ロ
ナ
特
例
」
に
し

て
、
働
い
て
い
る
人
の
収

入
・
賃
金
の
８
割
を
上
限

30
万
円
と
し
て
補
償
す
る

ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と

な
ど
提
案
し
て
い
ま
す
。

で
、
保
険
適
用
の
医
者
の

判
断
で
実
施
す
る
検
査
は

７
２
０
件
の
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。
保
健
所
に
連

絡
し
て
も
な
か
な
か
検
査

を
受
け
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、
発
熱
し
て
検
査
し
て

も
ら
う
ま
で
１
週
間
か

か
っ
た
方
も
い
ま
す
。
府

が
１
日
で
検
査
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
件
数
は
約

８
９
０
検
体
（
４
月
21
日

時
点
）、
実
際
は
１
日
平

均
で
約
５
０
０
検
体
（
４

月
実
績
）
の
検
査
を
し
て

い
ま
す
。
も
っ
と
検
査
数

を
増
や
し
、
無
症
状

の
陽
性
者
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
、
知
ら
な

い
間
に
感
染
者
を
増

や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医

か
ら
保
健
所
へ
の
連

絡
で
ス
ム
ー
ズ
に
検

査
で
き
る
よ
う
な
対

応
を
求
め
ま
し
た
。

発症者 うち死亡者
日 本 15,354 543
そ の 他 3,598,577 255,239
合 計 3,613,931 255,782
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５
月
１
日
の
臨
時
議
会
で
質
問

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
を

国
保
の
傷
病
手
当
は

雇
用
主
も
対
象
に
す
る
べ
き
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
収
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
者
に
対
す
る
支
援
制
度

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達

が
放
課
後
な
ど
に
過
ご
す

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
利
用
者
が
増
え
て

大
変
だ
と
い
う
事
業
所
も

あ
れ
ば
、
通
所
に
よ
る
感

染
を
心
配
し
て
利
用
を
控

え
る
状
況
も
増
え
て
い
ま

す
。

　
感
染
防
止
な
ど
で
欠
席

し
た
子
ど
も
に
、
事
業
所

が
電
話
や
訪
問
等
に
よ
り

健
康
管
理
等
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
市
に
事
業
者
へ
の
支

援
と
指
導
を
求
め
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
に
国
民
健
康
保
険

で
傷
病
手
当
が
支
給
（
休

業
期
間
４
日
以
上
で
）
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
対
象
に
な

る
の
は
被
用
者
（
雇
わ
れ

て
い
る
人
）
に
限
る
と

し
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
場
合
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人

事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

は
対
象
外
で
す
。

　
３
月
24
日
の
厚
生
労
働

委
員
会
で
日
本
共
産
党
の

倉
林
議
員
の
支
給
対
象
を

広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の

質
問
に
政
府
は
「
自
治
体

の
裁
量
で
対
象
を
広
げ
る

こ
と
は
可
能
」
と
答
弁
し

て
い
ま
す
。

　
市
に
対
象
拡
大
を
求
め

ま
し
た
が
、
国
の
基
準
通

り
に
被
用
者
に
限
定
し
た

傷
病
手
当
で
実
施
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
中
小
業
者
の
事
業
継
続

を
支
え
る
た
め
、
家
賃
な

ど
の
固
定
費
を
補
助
す
る

こ
と
が
急
務
で
す
。

　
民
間
の
調
査
会
社
・
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
企
業
倒
産
は
５
月

８
日
ま
で
に
１
２
８
件
に

上
り
ま
し
た
。
２
月
と
３

月
の
計
25
件
か
ら
、
４
月

に
入
っ
て
日
を
追
っ
て
急

増
し
て
い
ま
す
。「
休
業

要
請
と
一
体
で
補
償
を
」

の
訴
え
は
切
実
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
経
済
の
再
建

も
困
難
に
な
り
ま
す
。
安

倍
首
相
は
緊
急
事
態
宣
言

延
長
の
記
者
会
見
で
「
速

や
か
に
追
加
的
な
対
策
を

講
じ
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
が
、
重
要
な
の
は
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
で

す
。
野
党
は
収
入
が
２
割

以
上
減
っ
た
場
合
、
政
府

系
の
政
策
金
融
公
庫
が
家

賃
を
肩
代
わ
り
し
、
貸
主

に
支
払
う
な
ど
の
「
家
賃

支
援
法
案
」
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
与
野
党
が
知
恵

を
出
し
、
対
策
を
具
体
化

し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

持
続
化
給
付
金

休
業
要
請
支
援
金

融
　
資

中
小
企
業
等
支
援
給
付

金
：
１
事
業
者
に
つ
き

20
万
円
（
１
度
限
り
）

　

売
上
が
前
年
同
月
比

５
割
以
上
減
。
●
法
人

２
０
０
万
円
、
個
人
事
業

者
１
０
０
万
円（
た
だ
し
、

昨
年
１
年
間
の
売
上
か
ら

の
減
少
分
が
上
限
額
）

　
４
月
21
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
の
間
休
業
、
営
業

時
間
を
午
前
５
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
の
間
に
短
縮

な
ど
府
の
要
請
に
全
面
協

　
制
度
融
資
・
・
・
大
阪

府
の
信
用
保
証
協
会
融

資
、
市
融
資
（
市
役
所
産

業
振
興
課
）、
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
吹
田
事
務

力
。
売
上
が
前
年
同
月
比

５
割
以
上
減
。
今
年
３
月

ま
で
に
開
業
し
て
い
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。

●
法
人
１
０
０
万
円
、
個

人
事
業
主
50
万
円

　
休
業
要
請
支
援
金（
府・

市
共
同
支
援
金
）
の
対
象

と
な
ら
な
い
事
業
者
で
、

２
月
17
日
以
降
に
制
度
融

資
を
受
け
、
事
業
継
続
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
者
に
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

学
生
に
も
支
援
策
を

　
野
党
は
、
学
生
に
授

業
料
の
一
律
半
額
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
支
援
法

案
を
策
定
し
、
国
会
に

提
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
大
学
等
が
閉
鎖
し
た

状
態
が
続
き
、
学
生
か

ら
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
で

何
と
か
食
い
つ
な
い
で

き
た
が
、
バ
イ
ト
先

が
な
く
な
っ
た
」、「
学

費
が
払
え
る
か
不
安
」、

「
休
学
費
が
払
え
ず
退

学
を
検
討
し
て
い
る
学

生
が
い
る
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
で
は
５
月
か

ら
８
月
の
４
カ
月
間
、

毎
月
10
万
円
の
「
学
生

給
付
金
」
を
支
給
し
ま

す
。
日
本
の
未
来
を
担

う
若
い
人
達
に
学
ぶ
こ

と
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
支
援
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

休
業
、
収
入
減
は
深
刻

休
業
、
収
入
減
は
深
刻

　
　
　
　

急
い
で
さ
ら
な
る
支
援
策
を

　
　
　
　

急
い
で
さ
ら
な
る
支
援
策
を

所
）、
マ
ル
経
融
資
（
商

工
会
議
所
）
な
ど
。



一
人
一
人
1010
万
円
の
給
付
金
の

万
円
の
給
付
金
の

手
続
き
は
？

手
続
き
は
？

一
人
一
人
1010
万
円
の
給
付
金
の

万
円
の
給
付
金
の

手
続
き
は
？

手
続
き
は
？

　
給
付
金
の
申
請
書
は
５

月
中
旬
以
降
か
ら
順
次
発

送
予
定
で
す
。

　
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
申

請
書
に
「
振
込
先
口
座
」

を
記
入
し
、
振
込
先
口
座

の
確
認
書
類
（
通
帳
な
ど

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
の
コ
ピ
ー
）
と
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

国
民
健
康
保
険
証
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
、
年

金
手
帳
な
ど
）
の
コ
ピ
ー

と
と
も
に
市
に
返
送
し
ま

す
。
申
請
期
間
は
申
請
受

付
開
始
日
か
ら
３
か
月
以

内
で
す
。

　
市
や
総
務
省
等
が
銀
行

の
A
T
M
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
に
感

じ
た
り
、
個
人
情
報
や
口

座
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
０
７
２
ー
６
８
２
ー

０
９
９
９
）へ
ご
相
談
を
。

記
入
が
な
い
場
合
は
「
希
望
」
と
み
な
し
ま
す
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新型コロナ関連

●
国
保
減
免
な　
　

ど　

●
納
税
猶
予

●
水
道
料
金（
基

本
料
金
）の
減
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

収
入
が
２
月
以
降
に
３
割

以
上
減
少
し
た
場
合
に
減

免
制
度
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
減
免
申
請
は
、
今
年

度
の
保
険
料
が
決
定
す
る

時
期
の
介
護
と
後
期
高
齢

者
医
療
は
６
月
、
国
保
は

８
月
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
は
相
談

の
上
保
険
料
の
支
払
い
は

ス
ト
ッ
プ
で
き
ま
す
。

国
保
課
（
０
７
２
ー

６
７
４
ー
７
０
７
５
）
の

窓
口
で
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
や
給
与
額
が
、

前
年
と
比
べ
て
10
分
の
３

以
上
減
少
し
た
場
合
。
た

だ
し
、
前
年
の
合
計
所
得

が
１
千
万
円
超
の
場
合

や
、
減
少
し
た
収
入
以
外

（
不
動
産
、
土
地
の
売
却

な
ど
）
に
４
０
０
万
円
以

上
の
収
入
が
あ
る
場
合
は

除
外
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
前
年
比
で
20
％
以
上

の
減
収
で
納
付
が
困
難
な

場
合
、
国
税
（
所
得
税
、

法
人
税
、
消
費
税
等
）、
地

方
税
（
住
民
税
、
固
定
資

産
税
等
）
が
１
年
間
、
徴

収
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
請
書
の

他
、
収
入
や
現
貯
金
の
状

況
が
分
か
る
書
類
が
必
要

で
す
。
提
出
が
難
し
い
場

合
は
口
頭
で
の
対
応
も
で

き
ま
す
。
今
後
、
半
年
間

で
必
要
な
臨
時
的
な
支
出

な
ど
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。

納
税
課
（
０
７
２
ー

６
７
４
ー
７
１
５
５
）

　
６
月
か
ら
９
月
の
基
本

料
金
の
５
割
を
減
額
す

る
。（
手
続
き
不
要
）

お困りのことはお困りのことは
ありませんか？ありませんか？

くらしの支援制度を紹介します

給
付
金
詐
欺
に

給
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
を

ご
注
意
を


